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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第19期
第２四半期
連結累計期間

第20期
第２四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自  平成22年11月１日
至  平成23年４月30日

自  平成23年11月１日
至  平成24年４月30日

自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日

売上高 (千円) 6,423,902 7,396,517 13,774,510

経常利益 (千円) 114,190 223,671 273,125

四半期(当期)純利益 (千円) 281,016 144,639 223,831

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 280,243 146,418 222,805

純資産額 (千円) 2,180,768 2,242,267 2,123,329

総資産額 (千円) 6,506,939 5,648,123 6,294,289

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 5,113.02 2,631.68 4,072.55

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 33.5 39.6 33.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 212,162 200,272 510,287

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △107,346 60,358 △139,781

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △111,487 △436,504 △342,356

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 662,638 521,586 697,460

　

回次
第19期
第２四半期
連結会計期間

第20期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年２月１日
至  平成23年４月30日

自  平成24年２月１日
至  平成24年４月30日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

(円) △908.65 1,842.18

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

４．第19期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」から

の重要な変更があった事項は以下のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも

のであります。

(1)「監理銘柄（審査中）」指定の解除及び「特設注意市場銘柄」の指定について

当社株式は、株式会社東京証券取引所の審査の結果、有価証券報告書等の虚偽記載の影響について総合

的に勘案すると、その重大性については、上場廃止が相当であるとまでは認められないと判断されたた

め、平成24年１月18日付で監理銘柄（審査中）の指定を解除されました。

しかしながら、当社は第三者調査委員会による調査結果を受けて平成18年10月期から平成23年10月期

第３四半期までの有価証券報告書等の訂正報告書を提出したことから、株式会社東京証券取引所より当

社の内部管理体制等について改善の必要性が高いと認められたため、平成24年１月18日付にて、当社株式

は特設注意市場銘柄に指定されております。

現在、新経営陣のもとで社内体制の改善に取り組んでおりますが、特設注意市場銘柄の指定から３年以

内に当社の内部管理体制等に問題がないと株式会社東京証券取引所から認められない場合、上場が廃止

されます。

当社株式が上場廃止となった場合には、当社グループの財政状態及び経営成績に重大な影響を及ぼす

可能性があります。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から徐々に抜け出しつつあるも

のの、原発問題の長期化や国際経済への懸念など先行きは依然不透明な状況が続いております。

そのような状況のなか、全社的な営業体制の強化及びスマートフォン人気もあり当社グループの売上高

は7,396百万円（前年同期比15.1％増）、営業利益は235百万円（前年同期比19.9％増）、経常利益は223百

万円（前年同期比95.9％増）と大幅に増加いたしました。四半期純利益につきましては、第１四半期に行い

ました法人税率等の変更による繰延税金資産の取崩し78百万円があったものの、営業努力等により63百万

円吸収し、当初予想に近い四半期純利益144百万円（前年同期比48.5％減）まで回復することができまし

た。
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セグメント別の業績は以下のとおりであります。

① 移動体通信店舗事業

移動体通信店舗事業におきましては、スマートフォンの拡販を中心にデータ通信端末等の販売に注力

したため新規販売台数、機種変更台数ともに前年実績を上回ることができました。また、お客様から選ば

れる店舗にリニューアルを進めた結果、売上高は7,033百万円（前年同期比15.8％増）、セグメント利益

は318百万円（前年同期比18.8％増）となりました。

なお、２月には宮城県のソフトバンク吉岡店、福島県のソフトバンク虎丸店及び岩手県のａｕショップ

盛岡大通り、福島県のａｕショップ内環状中央をリニューアルしております。

　
② テレマーケティング事業

テレマーケティング事業におきましては、安定的な収益を確保しつつ、人員の拡大・育成を進め、売上

高は233百万円（前年同期比40.3％増）、セグメント利益は55百万円（前年同期比35.8％増）となってお

ります。

また、被災地企業として４月５月で合わせて26名の新卒者を仙台のコールセンターで積極的に採用を

進めました。

　
③ 不動産賃貸事業

不動産賃貸事業におきましては、主要賃貸不動産について安全確保のために一部営業を見合わせてい

たため、売上高は７百万円（前年同期比83.8％減）、セグメント損失２百万円（前年同期は７百万円のセ

グメント利益）となっております。

　
④ その他

震災の影響もあり、通信回線サービス契約受付事業およびソーシャルアプリ事業につきましては営業

を休止しておりますが、医療・介護事業において介護予防通所介護施設を運営しております。その結果、

売上高は122百万円（前年同期比8.6％減）、セグメント損失40百万円（前年同期は53百万円のセグメン

ト損失）となっておりますが、これは当初計画の範囲であります。

また、３月には宮城県において医療・介護事業における第３号施設のライフクオリティ名取駅西を、５

月には第４号施設のライフクオリティ長町を開所いたしました。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は548百万

円減少して2,271百万円、固定資産は97百万円減少して3,376百万円となりました。これは主に借入金の返済

に伴う現金及び預金276百万円の減少、並びに売掛金267百万円の減少によるものであります。その結果、総

資産は646百万円減少して5,648百万円となりました。

負債の状況は、流動負債は531百万円減少して2,514百万円、固定負債は233百万円減少して891百万円とな

りました。これは主に買掛金308百万円の減少並びに借入金及び社債の合計409百万円の減少によるもので

あります。その結果、負債総額は765百万円減少して3,405百万円となりました。

純資産の状況は、118百万円増加して2,242百万円となりました。これは配当金の支払27百万円及び四半期

純利益144百万円の計上によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年

度末と比較して175百万円減少して521百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、200百万円（前年同期は212百万円の収入）となりました。これは主に

税金等調整前四半期純利益245百万円によるものであり、前年同期と比較して売上債権が増加し仕入債務

が減少しております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、60百万円（前年同期は107百万円の支出）となりました。これは主に

定期預金の払戻100百万円によるものであり、前年同期と比較して定期預金の払戻しが発生しておりま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、436百万円（前年同期は111百万円の支出）となりました。これは主に

借入金の返済384百万円によるものであり、前年同期と比較して借入額がなくなっております。

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。　

　
(5) 従業員数

・連結会社の状況

当第２四半期連結累計期間末における従業員数は、前連結会計年度末に比べて従業員が32名増加して、

394名となっております。主な理由は、テレマーケティング事業における営業の拡大に伴う25名の増加によ

るものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 170,000

計 170,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年4月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年6月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 56,146 56,146
東京証券取引所
(マザーズ市場)

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株制度は採
用しておりません。

計 56,146 56,146 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年２月１日～
平成24年４月30日

― 56,146 ― 1,199,086 ― 69,874
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

佐々木　英　輔 宮城県仙台市太白区 8,505 15.15

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋１丁目4－10 8,380 14.93

株式会社Ｅ・Ｓワン 宮城県仙台市太白区西多賀１丁目1－86 8,000 14.25

イシイ株式会社 宮城県仙台市若林区卸町２丁目7－6 1,352 2.41

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目6－1 1,088 1.94

株式会社一や 高知県高知市帯屋町１丁目10－18 850 1.51

長谷川　聡 神奈川県川崎市幸区 645 1.15

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目2－10 582 1.04

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目4 443 0.79

木　島　利　男 東京都足立区 435 0.77

計 ― 30,280 53.93

(注)  当社は、自己株式1,185株（発行済株式総数に対する割合：2.11％）を保有しておりますが、上記の大株主の状況

には記載しておりません。

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　1,185

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　 54,961 54,961 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 56,146 ― ―

総株主の議決権 ― 54,961 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成24年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社京王ズホール
ディングス

宮城県仙台市青葉区中央
二丁目２－１０

1,185 ― 1,185 2.11

計 ― 1,185 ― 1,185 2.11

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年２月１日

から平成24年４月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年11月１日から平成24年４月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人ハイビスカスにより四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第19期連結会計年度　清和監査法人

第20期第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間　監査法人ハイビスカス
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 820,119 543,586

売掛金 1,482,277 1,214,320

商品及び製品 318,613 302,507

その他 202,979 215,376

貸倒引当金 △3,966 △3,966

流動資産合計 2,820,023 2,271,824

固定資産

有形固定資産

土地 617,803 617,803

その他（純額） 356,677 372,868

有形固定資産合計 974,480 990,671

無形固定資産

のれん 1,718,874 1,661,578

その他 43,496 34,434

無形固定資産合計 1,762,370 1,696,013

投資その他の資産

役員及び役員保有会社に対する金銭債権 643,818 －

株主及び株主保有会社に対する金銭債権 － 637,858

その他 634,974 562,862

貸倒引当金 △541,379 △511,107

投資その他の資産合計 737,414 689,613

固定資産合計 3,474,265 3,376,299

資産合計 6,294,289 5,648,123
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年４月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,239,079 930,778

短期借入金 280,000 168,000

1年内返済予定の長期借入金 580,004 524,261

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払法人税等 59,386 89,092

賞与引当金 45,020 44,333

役員賞与引当金 15,000 2,810

災害損失引当金 16,500 16,500

不正関連損失引当金 72,260 43,730

その他 688,716 644,732

流動負債合計 3,045,968 2,514,239

固定負債

社債 125,000 100,000

長期借入金 981,125 764,580

その他 18,866 27,035

固定負債合計 1,124,991 891,616

負債合計 4,170,959 3,405,856

純資産の部

株主資本

資本金 1,199,086 1,199,086

資本剰余金 822,760 822,760

利益剰余金 108,248 225,407

自己株式 △9,798 △9,798

株主資本合計 2,120,296 2,237,455

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △739 1,709

その他の包括利益累計額合計 △739 1,709

新株予約権 1,249 1,249

少数株主持分 2,523 1,852

純資産合計 2,123,329 2,242,267

負債純資産合計 6,294,289 5,648,123
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年４月30日)

売上高 6,423,902 7,396,517

売上原価 5,285,006 6,117,914

売上総利益 1,138,895 1,278,603

販売費及び一般管理費 ※
 942,616

※
 1,043,235

営業利益 196,279 235,368

営業外収益

受取利息 1,149 388

貸倒引当金戻入額 － 30,271

震災支援金 15,592 －

その他 1,209 2,740

営業外収益合計 17,950 33,400

営業外費用

支払利息 27,089 20,848

貸倒引当金繰入額 65,049 －

その他 7,900 24,249

営業外費用合計 100,039 45,097

経常利益 114,190 223,671

特別利益

不正関連損失引当金戻入額 － 24,353

その他 － 4,721

特別利益合計 － 29,074

特別損失

固定資産除却損 1,092 5,637

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,420 －

災害による損失 31,276 －

和解金 － 1,605

その他 8,000 －

特別損失合計 55,789 7,242

税金等調整前四半期純利益 58,401 245,503

法人税、住民税及び事業税 14,649 22,709

法人税等調整額 △237,112 78,825

法人税等合計 △222,463 101,534

少数株主損益調整前四半期純利益 280,864 143,968

少数株主損失（△） △151 △670

四半期純利益 281,016 144,639
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年４月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 280,864 143,968

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △621 2,449

その他の包括利益合計 △621 2,449

四半期包括利益 280,243 146,418

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 280,395 147,089

少数株主に係る四半期包括利益 △151 △670
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 58,401 245,503

減価償却費 50,051 45,089

のれん償却額 57,644 57,295

貸倒引当金の増減額（△は減少） 65,049 △30,271

賞与引当金の増減額（△は減少） △138 △12,876

受取利息及び受取配当金 △1,149 △388

支払利息 27,089 20,848

不正関連損失引当金戻入額 － △28,530

固定資産除却損 1,092 5,637

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,420 －

災害損失 31,276 －

売上債権の増減額（△は増加） △641,463 267,957

たな卸資産の増減額（△は増加） △88,940 △2,504

仕入債務の増減額（△は減少） 626,390 △308,301

その他 36,645 △41,301

小計 237,370 218,157

利息及び配当金の受取額 2,046 797

利息の支払額 △23,633 △18,211

法人税等の支払額 △3,665 △498

法人税等の還付額 44 26

営業活動によるキャッシュ・フロー 212,162 200,272

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,000 －

定期預金の払戻による収入 － 100,658

有形固定資産の取得による支出 △18,060 △39,098

有形固定資産の売却による収入 － 1,904

投資有価証券の取得による支出 △7,146 －

敷金及び保証金の差入による支出 △170 △6,775

敷金及び保証金の回収による収入 33,349 2,893

役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 △206,300 －

役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 200,000 －

株主に対する金銭債権の減少に伴う収入 － 900

役員保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出

△107,019 －

株主保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出

－ △124

投資活動によるキャッシュ・フロー △107,346 60,358

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 80,000 －

短期借入金の返済による支出 △94,000 △112,000

長期借入れによる収入 250,000 －

長期借入金の返済による支出 △295,543 △272,288

長期未払金の返済による支出 － △143

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

配当金の支払額 △26,944 △27,073

財務活動によるキャッシュ・フロー △111,487 △436,504

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,671 △175,874

現金及び現金同等物の期首残高 669,310 697,460

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 662,638

※
 521,586
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年11月１日  至  平成24年４月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以降に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律第117号）が、平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以降に開始する事業年度から

法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。

　これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、従来の40.63％から平成24年11

月１日に開始する事業年度から平成26年11月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については

37.96％に、平成27年11月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.59％となりま

す。また、欠損金の繰越控除制度は平成24年４月１日以降に開始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の

100分の80相当額が控除限度額となります。この税率変更及び欠損金の繰越控除制度変更により、繰延税金資産の

金額が78,825千円、繰延税金負債の金額が133千円減少し、費用計上された法人税等調整額の金額が78,825千円増

加しております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年11月１日
至  平成23年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年11月１日
至  平成24年４月30日)

給料及び手当 393,795千円 401,276千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年11月１日
至  平成23年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年11月１日
至  平成24年４月30日)

現金及び預金 787,284千円 543,586千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△124,646 〃 △22,000 〃

現金及び現金同等物 662,638千円 521,586千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年11月１日  至  平成23年４月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年１月28日
定時株主総会

普通株式 27,480 500平成22年10月31日 平成23年１月31日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年11月１日  至  平成24年４月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年１月30日
定時株主総会

普通株式 27,480 500平成23年10月31日 平成24年１月31日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年11月１日  至  平成23年４月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

移動体通信
店舗事業

テレマーケ
ティング
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客へ
の売上高

6,075,910166,44447,9666,290,321133,5806,423,902― 6,423,902

セグメント
間の内部売
上高

― ― 706 706 ― 706 △706 ―

計 6,075,910166,44448,6726,291,027133,5806,424,608△7066,423,902

セグメント利
益 又 は 損 失
(△)

267,98940,8847,850316,724△53,917262,806△66,527196,279

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業、ソー

シャルアプリ事業及び通信回線サービス契約受付事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△66,527千円には、セグメント間取引消去△706千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△65,821千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年11月１日  至  平成24年４月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

移動体通信
店舗事業

テレマーケ
ティング
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客へ
の売上高

7,033,205233,5087,7527,274,466122,0517,396,517― 7,396,517

セグメント
間の内部売
上高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 7,033,205233,5087,7527,274,466122,0517,396,517― 7,396,517

セグメント利
益 又 は 損 失
(△)

318,40055,527△2,063371,864△40,102331,762△96,393235,368

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△96,393千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年11月１日
至  平成23年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年11月１日
至  平成24年４月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 5,113円02銭 2,631円68銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 281,016 144,639

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 281,016 144,639

    普通株式の期中平均株式数(株) 54,961 54,961

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存　　　　　

　　在しないため、記載しておりません。

　
　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年６月13日

株式会社京王ズホールディングス

取締役会  御中

　

監査法人ハイビスカス

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    北　　澤　　元　　宏    ㊞

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    阿　　部　　海　　輔    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社京王ズホールディングスの平成23年11月１日から平成24年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連
結会計期間(平成24年２月１日から平成24年４月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年11月１日
から平成24年４月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計
算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社京王ズホールディングス及び連結子
会社の平成24年４月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及
びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら
れなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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